
 

 

 

 

  

 

 ４年に１度、世界中が熱狂する「ワールドカップサッカー」がアルゼンチン

代表チームの優勝で幕を閉じました。日本もベスト１６入りを果たすなど、

予選リーグや決勝トーナメント１回戦の試合ごとに、日本中が一喜一憂し、

多くの人が元気と勇気を選手のみなさんか

らもらいました。そんな中、世界中の人々

から驚かれ賞賛されたことがあります。 

それは、日本サポーターによる試合後の会場のゴミ拾いと

日本代表選手が使った後のロッカールームです。これは、使

った場所はきれいにして戻すことや、小学校から高校まで

「掃除の時間」を大切にする学校教育が大きく関わっている

と思います。「机の乱れは心の乱れ」「飛ぶ鳥跡を濁さず」等の言葉があるように、日本人の

心の有り様が体現されています。また、右は日本代表チーム

が使った後のロッカールームの写真ですが、折り鶴が置か

れ、「ありがとう」のメッセージが日本語と英語、そしてアラビ

ア語で記されてあります。外国では、掃除をするのは清掃を

請け負う業者の仕事であり、ゴミを拾うことは、その方たち

の仕事を奪ってしまうという考えもありますが、このような部

屋に掃除に入った方たちは、どんな思いを持つでしょうか。

いやな気持ちになる人などはきっといないと思います。 

さらに、世界の人々に驚きと賞賛の声を持って伝え

られたことが、クロアチア戦で敗れた後、森保監督が、

日本のサポーター席に向かって６秒ほど深々と頭を下

げお辞儀をした行動です。この姿に胸を打たれた各国

のメディアは、「本物の紳士」「美しき敗者」「勝利も敗

北も名誉あるもの」と一斉に伝えました。学校教育の

中でも、相手に敬意と感謝を伝えるために「お辞儀」を

する場面はたくさんあります。これも日本の教育の素晴らしさの一つだと考えます。 

 

 

 

 １２月７日（水）に、村山市消防本部

救急救命士の大場和也さんを講師

にして、５年生と６年生への「子ども救

命士講習」が行われました。３校時は

５年生がけがをした時に行う応急手

当の仕方などについて学び、４校時に６年生が心肺蘇生法や

AED の使い方について学びました。修了した児童には「子ども

救命士認定証」が贈られました。この講習を今度の生活に行か

し、いざという時には、冷静に救急活動ができる子どもに育ってほしいと思います。 
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１１月２５日（金）に、５・６年生を対象とした薬物乱用防止教室

が行われました。学校薬剤師の岩谷和子さんから、主にアルコー

ルとたばこが体に及ぼす影響について教えていただきました。子ど

も達は、初めて知ることがたくさんあり、とても驚いていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１３日（火）の３校時に、１年生とふたば袖崎保育園の年長児との交流会が行われまし

た。この日のために、「どんぐりめいろ」「まつぼっくりけん玉」「お

ちばメンコ」「どんぐりごま」の４つ

の遊びを考え、５人の１年生が協

力して準備を進めてきました。最

初は緊張した面持ちでしたが、遊

び方を教えたり、いっしょに遊んだ

りしているうちに緊張もほぐれ、

進んで関わることができました。記念のメダルをかけてもらった

年長児のみなさんの笑顔がとても印象的でした。 

 

 

 

１２月１４日（水）には、２年生が、さつまいも作りの時にお世話にな

った、アグリランド杉島の皆さん、市役

所農林課の小玉さん、用務業務員の髙

橋さんを招待しての感謝の会が開かれま

した。前日にふかしたさつまいもで、スイー

トポテトや茶巾絞りを作りました。当日は、

手作りのごちそうの他にも、感謝の言葉や歌、音読の発表で「あり

がとう」の気持ちを伝えることができました。 

ぼくは、この学習をしてわかったことが２つあります。1つ目はたばこです。たばこでぼくは、すった

人が病気になると思っていたけど、けむりもすうと他の人にも害があるなんて知らなかったです。２つ

目は、お酒で未成年のときに飲むと、お酒ちゅうどうくみたいなのにかかるなんてこわいなと思いまし

た。大人になったら、たばこやお酒に気をつけて生活したいと思いました。 【５年 森 翔琉さん】 

 わたしはこの学習をして、お酒を飲みすぎてアルコール中毒になるときおくがあいまいになったり、

勉強を覚えられなくなったりすると聞いてすごくびっくりしました。それから、たばこをすうと、すっ

ている周りにいる人にもえいきょうがでるのも知らなくて、特に、おなかに赤ちゃんがいるお母さんは、

たばこのせいで赤ちゃんがはやく産まれたり、死んでしまったりすることがあることにおどろきました

お酒を飲むのは大人になってからにしようと思いました。         【５年 森 蒔幸さん】 

ぼくは、この学習で、お酒を飲みすぎると、きおくをなくしたり、飲むのをやめられなくなったりす

るというのが分かったし、たばこをすいすぎると不健こうだし、２０年から３０年すい続けた結果、い

なかの家が１けん買うことができると教えてもらってびっくりしました。大人になって、お酒を飲むよ

うなときは、１週間に飲まない日を決めたり、飲みすぎないようにしたり、たばこは１回でもすったら

アウトなので、ぜったいにすわないようにしたいです。         【６年 玉羽 來希さん】 

ようこそ袖崎小へ！ ～１年生企画 秋祭り～ 

アグリランドの皆さんありがとうございました！ 
 ～２年生企画 さつまいもパーティー～ 


